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( 科目コード：2000220004EE)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】哲学
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・4 年次
【担当教員】

船津 真

【授業目標・教育方針】
・哲学的に考えるということがどのようなことかを理解する。
・ギリシア哲学・中世神学における思考方法を理解し、それを西洋哲学全般に対する理解へと広げていく。

【授業概要】
・ソクラテス以前から中世神学までを順番に辿ることで、哲学の体系的な理解を促す。
・ギリシア哲学・中世神学の概念が西洋哲学の中でどのように変遷していったのかを検討する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：西洋古代・中世哲学史：K. リーゼンフーバー：平凡社ライブラリー

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
・基本的に講義形式で行う。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：課題、発表および授業への取り組み　20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

【授業計画】（授業名：哲学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第一回 哲学の始まり 「驚き」について
第二回 ソクラテス以前の哲学（一） 「自然」の概念について
第三回 ソクラテス以前の哲学（二） 「存在」の概念について
第四回 ソクラテス以前の哲学（三）　 「生命」の概念について
第五回 ソクラテスの哲学 対話という方法について
第六回 プラトンの哲学（一）　　 イデア論の構造（一）
第七回 プラトンの哲学（二）　 イデア論の構造（二）
第八回 アリストテレスの哲学（一）　 方法論と諸概念
第九回 アリストテレスの哲学（二）　 自然哲学を中心に
第十回 アリストテレスの哲学（三）　 倫理学を中心に
第十一回 アリストテレスの哲学（四） 政治学を中心に
第十二回 キリスト教神学（一）　　 アウグスティヌスを中心に　
第十三回 キリスト教神学（二）　　 トマス・アクィナスを中心に
第十四回 キリスト教神学とギリシア哲学 アリストテレス哲学と中世神学
第十五回 まとめ ギリシア哲学の西洋哲学に対する影響
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